
164

氏名（生年，月日）

本     籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

（45）

クボ   タ   シゲ   ピ   コ

窪田茂比古（昭和

医学博士

乙第754号

昭和61年3月20日

学位規則第5条第2項該当（博士の学位論文提出者）

実験的細菌性腹膜炎における腹腔洗浄とラタモキセフナトリウムの腹腔熱讃

 与についての研究

（主査）教授 織畑 秀夫

（副査）教授 太田 和夫，教授 羽生富士夫

論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 急性腹膜炎を起こしてからある時間を経過した腹膜

炎症例には，腹腔洗浄効果にも限界があるものと考え

られるので，その限界時間を明らかにしたいと考える．

また，この様な重症腹膜炎に対して腹腔洗浄及び抗生

物質の腹腔内局所投与が有効ではないかと考えられ，

腸管内グラム陰性菌に対し強い殺菌作用があり，β一ラ

クタマーゼに安定性のある第三世代抗生物質のラタモ

キセフナトリウム（以下LMOXと略す）の腹腔内投与

を腹腔洗浄と共に用い治療成績を向上させる事を実験

的に検討した．

 実験方法

 体重250g前後の雄のWistar系ラット110匹を用い，

全身麻酔下にE，Coli（1～2×109個／ml）， Bacteroides

fragilis（以下B． fragilisと略す）（1～2×108個／ml）

をそれぞれ5mlずつ腹腔内に注入し急性腹膜炎モデル

を作製した．実験群はA～K群（11群）でそれぞれの

群はラット10匹（n＝10）とし，各面の生存時間と腹腔

内のE．Coli， B， fragilisの細菌数を測定し，統計学的

に比較検討した．

 結果および考察

 1．急性腹膜炎時には，非洗浄群より洗浄群の方が生

存時間は延長し，腹膜炎発生から腹腔洗浄を行なうま

での時期が早ければ早いほど平均生存時間は延長し

た．また，単なる腹腔洗浄だけでなく，洗浄後腹腔内

局所にLMOXを投与する；事により，さらに平均生存

時間は延長した．

 2．生食洗浄群と，ヘパリン加生食洗浄群との間に，

平均生存時間の有意の差はなく，ヘパリンの
飾rinolytic activityによる生存時間の延長は認めな

かった．

 3．腹腔内細菌数については，E， Coliは腹膜炎発生

後早期に増殖を示し，B． fragilisは， E， Coliより遅れ

て増殖する，いわゆる複合感染の特徴を示した．

 4．生食洗浄群，ヘパリン加生食洗浄群，生食洗浄後

LMOX投与群の間の洗浄効果を腹腔内細菌数の減少

数でみると，各群の間で有意の差は認められなかった．

 5。急性腹膜炎発生後，生食洗浄までの時間により効

果に限界がある．この限界は，3時間と6時間の間に

あったが，単なる生食洗浄だけでなく，生食洗浄後

LMOX腹腔内投与にて，この洗浄限界時間は6時間以

後まで延長した．

 結論

 実験的細菌性腹膜炎の治療において，生食腹腔洗浄

は生存時間を延長し，有効であるが，更に抗菌性の高

い抗生物質の腹腔内投与を併用すれば，より一層の効

果を発揮することを明らかにした．
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論文審査の要旨
 急性腹膜炎は時間の経過と共に危険度が増すが，近年腹腔生食水大量洗浄による効果が評価されて

いる．しかしこれにも治療効果に限界があると考えられるので，その点を明らかにする必要がある．

 著者はこの点に着目し，ラットを用い，細菌性腹膜炎を作成し，これに生食水洗浄，ヘパリン加生

食水洗浄，生食水洗浄後抗生物質投与を腹腔内に行ない，実験的腹膜炎に対する生食水洗浄の効果，

および抗生物質投与併用による一層高い効果を明らかにしたもので，学術上価値あるものと認める．
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